







The spread of mothers and children for dental caries related genes
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＊　　p＜0．05
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表5　アンケート項目（保護者の意識度2）
228 吾妻：鹸蝕関連遺伝子の母子伝播について
おやつの食べ過ぎで
食事が食べれない
食べながら遊ぶ
おやつ量を決めている
おやつの時間を決めて
いる
おやつ回数（1～2回）
食前に飲み物を飲む
就寝前に間食をしない
朝食（正しい）
歯磨き回数1～2回
無齪蝕群
重症頗蝕群
＊　　P〈O．　e5
＊＊＊pく0　001
　　　0　　　　　　　　20　　　　　　　　40　　　　　　　　60　　　　　　　　80　　　　　　　100　　　（o／o）
表6：アンケート項目（口腔衛生習慣，食事・間食関連）
らの細菌感染が早期に生じていることが考えら
れ，伝播についてさらに掘り下げて探索すること
は齢蝕発症抑制につながり，保護者への動機付け
と齪蝕予防の指標として臨床応用の可能性が示唆
された．
結 論
　本研究では齢蝕関連細菌のgガ遺伝子を検索
し，母子伝播と重症齢蝕の発症に関する遺伝子レ
ベルでの細菌学的関連についてRea1－time　PCR
を用いてプラ・一一・・ク中のS．　mutαnsとS．　sobrinu8
から遺伝子分析と同定と環境要因との関連を検討
した結果，以下の結論を得た．
1．gtf遺伝子分析からS．・mutαnsの伝播が確認
　された．しかし，S．　sobrinusの伝播は明確で
　はなかった．
2．gif　Bは重症齢蝕群に伝播が認められ，鶴蝕
　発症に関わることが示唆された．
3．gif　Cの齢蝕発症要因および伝播との関連は
　明確ではなかった．
4．gtf　Dは両群に伝播が認められ，母親の発現
　量とその子どもの発現量に相関が認められ，発
　現量が多いほど鶴蝕の発症と重症度に関連する
　事が示唆された．
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